
市民説明会実施結果の概要  
 
１ 三木市公共施設再配置方針（案）に係る市民説明会 開催状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民説明会の主な意見  

【再配置方針について】  

１  
三木市の一人当たりの床面積４．２㎡は類似自治体と比べて多

いのか。  

２  
財政的な視点から延床面積３５％の削減を決めているが、将来、

市民の利用に支障は出ないのか。  

３  
集約化して利便性向上というが、遠くなることもあり、高齢者

の利便性が悪くなるのではないか。  

４  

サービス維持ではなく、サービス向上につながる再配置である

ことを示してほしい。再配置により人口減少下でも、例えば、「小

中一貫校が実施されれば教育環境もよくなりますよ、子育てもし

やすい街になりますよ、どうぞ三木へ来てください。」というよう

な発信の仕方が必要だと思う。  

開催日 対象者 参加者数 
(人) 

９月 ８日（火） 吉川地区（まちづくり協議会役員会） １２ 

９月１９日（土） 
緑が丘地区 

（区長協議会及びまちづくり協議会役員会） 
１９ 

９月２６日（土） 吉川地区（区長協議会役員会） ４５ 

１０月 ２日（金） 三木南地区（区長協議会役員会） ８ 

１０月 ２日（金） 口吉川地区（区長協議会役員会） １４ 

１０月２３日（金） 細川地区説明会 ５ 

１０月２６日（月） 吉川地区説明会 １０ 

１０月２７日（火） 志染地区説明会 １１ 

１１月 ２日（月） 別所地区説明会 ７ 

１１月 ５日（木） 自由が丘地区説明会 ４ 

１１月 ６日（金） 三木地区説明会 ４ 

１１月 ８日（日） 市内全域を対象とした説明会 ４ 

合   計 １４３ 



５  

公共施設の再配置は、まちづくりと連携して考えないといけな

い。  富山市のようなコンパクトシティーを目指し、公共施設は、

公共交通機関が使える地域に集積すればよい。また、建替え時は、

シンプルな構造で、状況に応じてスペースが変えられるように、

メンテナンスがしやすいようにし、トータルコストの低減を考え

ないといけない。近年、民間ではそのようにしている。  

【個別施設の方向性について】  

６  

市民活動センター、高齢者福祉センターが「廃止」という新聞

記事を見て、地区住民やそこで活動している団体などから不安の

声を聴いている。廃止後の代替となる、明るい展望を持てる対策

を早く示してほしい。また、市民目線で進めていただきたい。  

７  
まなびの郷みずほは「他施設に複合化」となっているが、移転

先（複合先）について見通しは立っているのか。  
移転先がなければ、存続されることになるのか。  

８  
瑞穂小学校廃校当時のＰＴＡ等の人たちが、まなびの郷みずほ

で活動している。丁寧な説明を行うことで理解を得てほしい。  

９  
まなびの郷みずほを仮に民間に売却する場合は、転売や用途以

外に利用されないように方策を考えて欲しい。  

10 
学校が廃止され、まなびの郷みずほも廃止されると 2 次避難所

は細川町公民館だけになる。対処方針はあるのか。  

11 

別所ふるさと交流館は、開館して１０年、地元で組織した「さ

との会」が市から委託を受け運営している。施設の清掃や敷地整

備も行っており経費節減につながっている。しかし、会員は高齢

化し、運営がスムーズにいかなくなっている。  
 一方、来館者は、普段は毎日２０～３０名で、近隣住民の交流

の場となっている。無くなると困るという声もある。  

12 
文化会館は、市民が一堂に集まれる施設である。ぜひ計画的に

整備して残して欲しい。  

13 

やすらぎ工房は三木市から借りている。市立の障がい者施設は

あるが、当施設は入所待ちの受け入れ機能も担っており市から評

価を得ている。  
人口減少による公共施設の対策が必要なことは、一般的なこと

として理解できるが、障がい者は増えている中で民間譲渡（有償）

とは、障がい者施策の後退ではないか。  

14 
吉川支所を吉川健康福祉センターに移転すれば、スペースが狭

くなり、業務が縮小しサービスの低下につながらないか。  

15 
吉川支所が移転した後の空スペースは、中高生のための学習ス

ペース等、市民が使いやすいようにして欲しい。  



16 

市営住宅（朝日ヶ丘中団地）の廃止について  
①入居者は高齢者が多く、１０年後にはかなり高齢となり転居が 

困難となるので、早く転居したいという人がいる。  
②他の市住に移る場合、家賃が高くなるのは困る。  
③今後のことについて、入居者に詳細を説明して欲しい。  
④新たに入居者の受入をするのか。  

【その他】  

17 

公共施設の再配置方針案は、人口減少が根拠となっている。施

設の見直しは仕方がないが、働く場を創出し、人口減少を食い止

める方策をもっと考えるべきだ。そうでないと、三木市は魅力の

ない街になってしまう。  

18 

総合計画では、だれもが誇りを持って暮らせる三木を創ってい

くという大きな将来像が示されている。この方針案には、総合計

画との関連性が示されておらず、整合性はどうなっているのか。  
財政逼迫するから規模縮小だけではだめである。全国的な問題

とはいえ、三木ならではのまちづくり施策として計画を示してほ

しい。  

 


